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済
生
学
舎
に
医
術
を
学
ぶ
。

○
明
治
三
十
年
十
月
、
東
京
に
於
け
る
内
務
省
医
術
開
業
後
期
試
験
に

合
格
す
：
：
：
。

右
の
よ
う
に
野
口
は
履
歴
書
に
記
し
て
い
る
。

た
か
は
し

当
時
野
口
と
同
級
生
で
あ
っ
た
岡
山
県
高
梁
町
出
身
の
「
原
玄
一
郎
」

の
遺
品
が
、
孫
の
関
西
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
教
授
原
一
郎
先
生
の
手

に
よ
り
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
品
は
「
顕
微
鏡
科
実
地
演
習
」
で

作
ら
れ
た
病
理
学
・
細
菌
学
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
八
十
六
枚
を
収
納
し
た

「
標
本
箱
」
で
あ
る
。

そ
の
中
に
、
ペ
ス
ト
菌
の
標
本
が
十
枚
含
ま
れ
て
い
た
。
筆
者
は
大

学
の
南
正
康
公
衆
衛
生
学
教
授
の
ご
指
導
を
得
て
、
顕
微
鏡
写
真
を
撮

影
し
た
。

ペ
ス
ト
菌
は
、
二
箇
の
核
を
含
む
両
端
が
半
円
形
の
小
桿
菌
で
、
一

箇
又
は
二
筒
、
時
に
は
数
箇
連
な
っ
て
、
現
在
も
鮮
明
に
確
認
さ
れ
た
。

ペ
ス
ト
菌
は
、
北
里
柴
三
郎
と
パ
ス
ト
ー
ル
研
究
所
の
エ
ル
ザ
ン
に

よ
り
、
香
港
で
ペ
ス
ト
流
行
時
の
明
治
三
十
七
年
に
最
初
に
（
ペ
ス
ト

菌
が
）
発
見
さ
れ
た
。
以
来
二
年
後
の
明
治
二
十
九
年
三
月
三
十
日

り
き
よ
幸
っ

に
、
横
浜
港
に
入
港
し
た
米
国
郵
船
「
ゲ
ー
リ
ッ
ク
号
」
の
乗
組
員
李
亨

（
十
七
歳
）
が
上
陸
し
て
、
ペ
ス
ト
を
発
病
し
、
屍
体
よ
り
、
伝
染
病
研

究
所
の
高
木
友
枝
が
菌
を
確
認
し
て
い
る
。

同
年
（
明
治
二
十
九
年
）
の
十
二
月
に
、
済
生
学
舎
で
は
別
の
ペ
ス

ト
患
者
を
用
い
て
「
顕
微
鏡
科
実
地
演
習
」
を
三
ヶ
月
行
い
、
ペ
ス
ト

菌
の
標
本
を
学
生
に
作
ら
せ
て
い
る
。
原
玄
一
郎
の
標
本
箱
の
扉
に
「
明

治
二
十
九
年
東
京
に
於
い
て
、
原
玄
一
郎
製
」
と
筆
で
大
き
く
記
入
し

歯
科
医
療
も
基
本
的
に
は
医
療
の
中
に
含
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
歯
科
医
療
は
幾
つ
か
の
特
異
な
性
格
が
あ
る
の
で
、
医
療
と

は
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
病
院
歯
科
の
軌
跡

て
い
る
。
当
時
の
細
菌
学
の
講
師
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛
生

学
助
教
授
の
坪
井
次
郎
で
あ
っ
た
。
衛
生
学
講
師
は
横
手
千
代
之
助
医

学
士
で
あ
っ
た
。
二
人
に
よ
り
ペ
ス
ト
患
者
が
済
生
学
舎
の
顕
微
鏡
科

実
習
用
に
持
ち
こ
ま
れ
た
と
推
察
す
る
。
か
く
し
て
、
野
口
は
、
坪
井

次
郎
に
講
述
さ
れ
た
と
思
え
る
「
細
菌
学
手
記
」
を
残
し
て
い
る
（
ド

イ
ツ
留
学
中
に
、
ペ
ッ
テ
ニ
コ
ッ
フ
ェ
ル
及
び
コ
ッ
ホ
か
ら
学
ん
だ
細

菌
学
が
講
述
さ
れ
た
）
・

（
四
）
順
天
堂
時
代
か
ら
伝
染
病
研
究
所
時
代

野
口
は
医
術
開
業
試
験
に
合
格
す
る
と
、
血
脇
守
之
助
の
口
添
え
で

順
天
堂
に
勤
務
し
た
。
そ
こ
に
は
菅
野
徹
三
と
い
う
済
生
学
舎
出
身
の

学
者
が
い
て
、
論
文
の
書
き
方
、
図
書
館
の
利
用
法
を
教
授
し
た
。
野

口
は
更
に
、
明
治
三
十
一
年
十
月
よ
り
、
伝
染
病
研
究
所
に
入
り
、
本

格
的
に
細
菌
学
を
身
に
つ
け
た
。
や
は
り
済
生
学
舎
出
身
の
浅
川
範
彦

第
三
部
長
の
指
導
に
よ
る
。
か
く
し
て
横
浜
海
港
検
疫
所
に
て
ア
メ
リ

カ
丸
よ
り
、
ペ
ス
ト
患
者
の
菌
を
検
出
し
た
。

（
平
成
十
六
年
三
月
例
会
）

日
本
に
お
け
る
病
院
歯
科
の
軌
跡

榊
原
悠
紀
田
郎
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と
い
う
視
点
で
追
っ
て
み
た
。

ま
ず
わ
が
国
の
病
院
の
ル
ー
ツ
と
し
て
は
六
世
紀
こ
ろ
の
仏
教
流
入

に
関
わ
っ
て
難
波
に
設
立
さ
れ
た
傷
病
者
の
収
容
施
設
で
あ
る
悲
田

院
、
施
薬
院
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
が
、
こ
れ
は
そ
れ

よ
り
少
し
遅
れ
て
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
会

に
付
属
し
て
設
置
さ
れ
た
養
生
所
な
ど
と
ほ
ぼ
同
源
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
貧
窮
者
の
救
寮
施
設
で
あ
っ
て
、
当
時
は

日
本
で
も
西
洋
で
も
支
配
階
級
の
人
た
ち
は
勿
論
、
一
般
の
市
民
は
傷

病
の
療
養
は
自
宅
で
行
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
救
療
施
設
で
は
な
い
病
院
の
形
態
が
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
い
つ

ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
本
で
は
文
久
元
年

（
一
八
六
一
年
）
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
医
療
を
受
け
た
い
と
い
う
日
本
人
の

た
め
に
有
料
の
ベ
ッ
ド
を
始
め
た
ポ
ン
ペ
の
長
崎
養
生
所
や
、
そ
の
翌

年
に
横
浜
で
米
人
シ
モ
ン
ズ
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
横
浜
病
院
あ
た
り

が
始
ま
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
日
本
で
は
こ
れ
に
引
き

続
い
て
明
治
初
年
こ
ろ
か
ら
、
各
地
で
病
院
の
設
立
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
時
期
、
歯
科
医
療
の
方
は
、
宮
廷
、
幕
府
、
大
名
な
ど

の
典
医
の
形
の
抜
歯
や
義
歯
調
製
に
は
手
を
付
け
な
い
口
中
医
が
い
た

が
、
一
般
の
市
民
は
市
井
で
開
業
し
て
い
た
歯
医
者
と
呼
ば
れ
て
い
た

も
の
が
歯
科
医
療
を
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
庶
民
に
は
入
歯
師
、
歯
抜

師
と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
や
さ
ら
に
香
具
師
の
仲
間
の
歯
抜
渡
世
人
、

入
歯
渡
世
人
な
ど
ま
で
が
関
わ
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
状
態
の
中
で
明
治
に
な
っ
て
か
ら
横
浜
に
や
っ
て
き
た
米
国

人
歯
科
医
師
の
所
で
所
謂
西
洋
歯
科
医
術
を
身
に
つ
け
る
者
が
で
て
き

て
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
の
初
め
て
の
医
術
試
業
試
験
に
小
幡

英
之
助
が
受
験
し
て
歯
科
医
師
の
免
許
を
受
け
て
歯
科
医
師
が
発
足
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
古
く
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
の
ロ
①
国
８
吋
①
、

弓
○
○
言
号
①
乏
閏
か
ら
曾
侭
①
○
口
ロ
①
昌
寓
へ
の
コ
ー
ス
と
同
じ
道
を

辿
っ
た
訳
で
あ
る
。

こ
ん
な
状
態
だ
か
ら
そ
の
こ
ろ
盛
ん
に
設
立
さ
れ
て
い
た
病
院
に
は

歯
科
は
全
く
関
係
が
な
か
っ
た
が
、
明
治
十
年
に
大
阪
に
緒
方
病
院
が

出
来
た
時
、
こ
こ
に
歯
科
部
が
置
か
れ
、
藺
方
医
で
歯
科
医
の
免
許
を

と
っ
た
ば
か
り
の
佐
治
職
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
二
年
後
の
明
治
十

二
年
に
は
仙
台
の
宮
城
県
病
院
が
設
立
さ
れ
た
時
、
こ
こ
に
も
歯
科
部

が
置
か
れ
歯
科
医
の
高
田
直
友
が
就
任
し
て
い
る
が
。
こ
れ
ら
の
実
態

的
な
診
療
内
容
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
病

院
歯
科
の
記
録
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
歯
科
医
術
開
業
試
験
が
発
足
し
た
の
は
明
治
十
六
年
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
翌
年
開
設
さ
れ
た
山
口
の
県
立
病
院
に
は
歯
科
部
が

置
か
れ
、
富
永
省
吾
が
就
任
し
、
ま
た
そ
の
翌
年
の
明
治
十
八
年
に
は

三
重
県
病
院
の
歯
科
に
直
村
善
五
郎
が
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に

は
歯
科
医
術
の
内
容
が
次
第
に
充
実
し
て
い
た
の
で
、
所
謂
西
洋
歯
科

医
術
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
格
的
な
病
院
歯
科
の
形
態
は
明
治
三
十
六
年
十
一
月
に
東
京
大
学

医
科
大
学
付
属
病
院
歯
科
の
外
来
が
発
足
し
た
時
で
あ
る
が
、
「
歯
科
医

は
医
師
に
非
ず
」
と
い
う
明
治
医
会
の
考
え
の
流
れ
で
こ
こ
で
は
医
局

員
は
総
て
医
師
で
歯
科
医
は
介
補
と
い
う
身
分
で
診
療
に
当
た
っ
て
い
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中
西
淳
朗

相
州
小
田
原
藩
の
医
史
に
つ
い
て
は
二
○
○
二
年
の
六
月
例
会
に
お

い
て
、
剛
方
藩
医
の
市
川
蘭
好
と
そ
の
兄
隆
甫
を
中
心
に
そ
の
一
部
を

報
告
し
た
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
八
巻
第
四
号
六
六
九
～
六
七
○
頁

に
収
載
）
・
今
回
は
前
回
に
の
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
疑
問
点
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

た
く

大
正
に
入
っ
て
千
葉
・
京
都
府
立
・
愛
知
等
の
医
科
大
学
病
院
に
歯

科
が
お
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
す
べ
て
東
大
医
学
部
か
ら
の
医
師
が

就
任
し
て
い
る
。

明
治
三
十
九
年
の
歯
科
医
師
法
に
よ
っ
て
発
足
し
た
二
つ
の
歯
科
医

学
専
門
学
校
の
卒
業
生
が
参
入
し
て
き
た
の
は
大
正
元
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、
大
正
九
年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
が
発
足
し
た
時
、
そ
の
歯

科
の
主
任
教
授
と
し
て
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
の

岡
田
満
が
就
任
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
鹿
児
島
県
立
病
院
、

横
浜
十
全
病
院
、
聖
路
加
国
際
病
院
な
ど
の
歯
科
に
は
歯
科
医
師
が
就

任
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
現
在
に
続
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
十
一
月
例
会
）

相
州
小
田
原
藩
医
・
市
川
氏
と
市
河
氏

そ
の
一
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
九
）
の
「
蘭
学
者
相
撲
見
立
番
附
」

に
、
西
三
段
目
の
五
枚
目
に
隆
甫
が
の
っ
た
理
由
は
何
か
と
い
う
問
題
。

昨
年
四
月
発
行
の
「
啓
迪
」
二
十
一
号
に
、
京
都
の
奥
沢
康
正
先
生
が

論
文
「
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
眼
科
洋
書
・
刊
本
、
写
本
類
か
ら
」
を
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
Ｊ
・
Ｊ
・
プ
レ
ン
ク
の
ｐ
Ｏ
ｇ
ｏ
Ｒ
冨
烏
冒
冒
‐
豆
ｍ

Ｏ
ｏ
昌
○
日
日
、
言
①
冒
国
の
聞
語
版
が
舶
来
し
、
杉
田
立
卿
に
よ
っ
て
「
和

蘭
眼
科
新
書
」
と
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
が
詳
し
く
図
示
さ

れ
た
。そ

れ
に
よ
れ
ば
市
川
隆
甫
が
上
の
藺
語
本
を
購
入
し
且
つ
宇
田
川
玄

随
に
和
訳
を
依
頼
。
玄
随
は
蘭
語
写
本
を
四
冊
作
り
杉
田
玄
白
、
大
槻

玄
沢
、
大
森
寿
安
に
贈
呈
し
た
こ
と
に
よ
り
当
時
の
眼
科
診
療
が
大
い

に
前
進
し
た
。
隆
甫
の
公
開
行
為
が
高
く
評
価
さ
れ
て
番
附
に
の
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
年
の
芝
蘭
堂
の
新
元
会
に
出
席
し
た
か

は
不
明
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
に
隆
甫
は
小
田
原
に
帰
り
、
奥
医
師
と
な
り

医
学
肝
煎
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藩
医
の
欠
員
が
生
じ
た
た
め
の
帰

国
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
二
、
医
学
肝
煎
と
し
て
の
市
川
隆
甫
は
何
を
し
た
か
と
い
う
問

題
。
日
常
的
な
藩
医
と
し
て
の
仕
事
の
外
に
、
高
田
稔
氏
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
寛
政
八
年
に
小
田
原
に
再
入
部
し
た
大
久
保
加
賀
守
忠
眞
に
、

蘭
学
と
は
何
か
を
隆
甫
は
講
じ
た
と
い
う
。
忠
眞
の
手
沢
本
の
中
に
、

み
ず
か
ら
写
し
た
前
野
良
沢
訳
「
和
蘭
築
城
害
」
寛
政
二
年
本
三
巻
一

冊
、
藺
人
ケ
ィ
ゼ
ル
著
・
今
村
英
生
訳
「
和
蘭
馬
術
害
」
、
ま
た
「
西
洋

諸
蛮
戦
争
之
後
紅
毛
復
古
梢
盛
大
之
話
」
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
文
化


